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特別教育活動における指導計画作成上の諸問題 

特別教育活動の本質をふまえた指導計画のあり方 

特別教育活動の本質をふまえた望ましい指導計画と実施計画 

望ましい指導計画による実践事例とその考察 

改訂指導要領実施のための具体的方策と問題点 

新教育課程実践上の諸問題 

教育課程実践上の諸問題 

特別活動と他領域との関連 

ひとりひとりを生かす特別活動の特質と指導のあり方 

楽しく充実した学校生活をめざす特別活動 

豊かな人間を育てる特別活動 

特別活動の特質をふまえ豊かな人間性の育成 

実践力を育てる集団活動のあり方 

個が生きる集団活動の育成 

望ましい人間関係を育てる特別活動の計画と実践 

特別活動における新しい学力観と評価 

学校週５日制と新しい特別活動の創造 

生きる力をはぐくむこれからの特別活動の創造 

豊かな学校生活を創造する特別活動 

子どもたちの社会性をはぐくむ特別活動 

自立を促す望ましい集団活動の創造 

特別活動で育つ子供たちの力 

よりよい人間関係を形成する特別活動の在り方 

自己の有用感を高める望ましい集団活動 

集団や自己の生活上の課題を解決し、『自己実現』を目指す力を育てる特別活動 

よりよい人間関係や生活をつくり、自己のよさを生かす特別活動 

自ら未来を切り拓く児童を育成する特別活動 







４ 研究の構想 
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各活動・学校行事の研究主題 

研究計画（３年） 

学級活動部 児童会活動部 クラブ活動部 学校行事部 

自ら未来を切り拓く児童

を育成する学級活動 

自ら未来を切り拓く児童

を育成する児童会活動 

自ら未来を切り拓く児童

を育成するクラブ活動 

自ら未来を切り拓く児童

を育成する学校行事 

1 令和６年度…理論構築・研究仮説に基づく授業実践 

・研究主題の文言の定義について、検討・修正を行い、共通理解を図る。 

・研究主題に基づき、各研究部で目指す児童像とそのための研究仮説・研究の視点を設定する。 

・研究授業を通して、研究仮説・研究の視点・手だての検証を行う。 

2 令和７年度（今年度）…研究仮説・研究の視点・手だての検証・追究のための授業実践 

・１年目の研究を踏まえて、研究仮説・研究の視点・手だての検証と修正を行う。 

・修正した研究仮説・研究の視点・手だてに基づいた研究授業を行い、検証を行う。 

3 令和８年度…３年間の研究における成果と課題の集約 

・手だての汎用性・再現性を追求する。 

・汎用性・再現性のある手だてを提案する。 

東京都小学校特別活動研究会研究の構想 

特別活動の目標 
 集団や社会の形成者としての見方・考え方を働かせ、様々な集団活動に自主的、実践的に取り組
み、互いのよさや可能性を発揮しながら集団や自己の生活上の課題を解決することを通して、資
質・能力を育成することを目指す。 

（１）多様な他者と協働する様々な集団活動の意義や活動を行う上で必要となることについて
理解し、行動の仕方を身に付けるようにする。 
【知識・技能】①何を理解しているか、何ができるか。 

（２）集団や自己の生活、人間関係の課題を見い出し、解決するために話し合い、合意形成を
図ったり、意思決定したりすることができるようにする。 
【思考・判断・表現力等】②理解していること・できることをどのように使うか。 

（３）自主的、実践的な集団活動を通して身に付けたことを生かして、集団や社会における生
活及び人間関係をよりよく形成するとともに、自己の生き方についての考えを深め、自己実現
を図ろうとする態度を養う。 
 【学びに向かう力 人間性等】③どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか。 

特別活動で育成すべき資質・能力の３つの視点 ○人間関係形成 ○社会参画 ○自己実現 
「よりよい人間関係や生活をつくり、自己のよさを生かす特別活動」の研究成果 

 

社会背景 
・不安定で不確実な時代(VUCA時代) 
・価値観の多様化 
・ＡＩの飛躍的な発展 

児童の現況・教師の願い 
・いじめ件数、不登校児童の増加 
・自ら解決を図ろうとする意欲の低下 
・たくましく育ってほしいという願い  

社会の要請 
・次期教育振興基本計画 
・東京都教育ビジョン（第５次） 
・中央教育審議会諮問(令和６年 12月) 

昨年度の成果と課題 
・積み重ねた研究成果の整理 
・４つの活動を関連させた指導 
・ＩＣＴ機器等の有効活用 

研究主題 「自ら未来を切り拓く児童を育成する特別活動」 

  
 







 
 

東京都小学校特別活動研究会 ホームページ【https://www.tosho-tokkatsu.tokyo】 

東京都小学校特別活動研究会（以下、「都小特活」）では、ホームページを通して、研究内容や研究

会の活動の様子の周知、会報「都小特活」や研究紀要の閲覧・ダウンロード、研究授業・研究発表会の

案内などを掲載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トップページ 

トップ＆サイドバーメニュー 

メール・SNS へのアクセスができます。 

問い合わせ
メール 都小特活 

twitter 
都小特活 
youtube 

研究発表会 
研究授業 
案内ページ 

メインメニュー 

各ページにアクセスできます。 

最新情報 

 都小特活の最新情報

がブログ形式で表示さ

れます。twitter でも配

信します。 

研究発表会・研究授業案内 

研究授業の日程を掲載しています。 



































 

 

Ⅱ 児 童 会 活 動 部 

研究主題 

「自ら未来を切り拓く児童を育成する児童会活動」 

 
１ 本年度の研究について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 25 

（１） 研究構想図  
（２） 研究主題設定の理由  
（３） 研究の視点  

２ 実践事例・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・28 

（１）  実践事例１  11 月２日（木） 葛飾区立川端小学校 

  代表委員会 教諭 星野 俊明 

   議題「学校かくれんぼをしよう」 

 

（２）  実践事例２ 11 月 11 日（月） 世田谷区立芦花小学校 

  放送委員会 主任教諭 佐藤 あかね 

   議題「音楽会ウィークをしよう」 

３ 成果と課題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 39 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

研究の経過 

令和７年 ６月 ９日（月） 定期総会 練馬区立豊玉小学校 

     ７月 ３日（木） 第１回児童会活動部会 東久留米市立神宝小学校 

     ７月 30 日（水） 夏季集中研修  練馬区立豊玉小学校 

     ９月 ５日（金） 第２回児童会活動部会 葛飾区立川端小学校 

     ９月 26 日（金） 第３回児童会活動部会 世田谷区立芦花小学校 

     10 月 ２日（木） 第１回検証授業 葛飾区立川端小学校 

講師 世田谷区教育委員会 支援教育課教育支援嘱託員 

元本会会長 石田 孝士 先生 

     10 月 30 日（木） 第４回児童会活動部会 世田谷区立芦花小学校 

     11 月 10 日（月） 第２回検証授業 世田谷区立芦花小学校 

講師 有明教育芸術短期大学 副学長 

元本会会長 長田 信彦 先生 

令和８年 １月 ６日（火） 第５回児童会活動部会 世田谷区立芦花小学校 

１～２月    研究発表準備 

     ２月 20 日（金） 研究発表大会 練馬区立豊玉小学校 









２ 実践事例 

（1）実践事例１ 葛飾区立川端小学校 代表委員会 

① 日時、場所、対象、授業者 

日時 令和７年 10 月 2日（木） 場所 葛飾区立川端小学校 

対象 全校児童                授業者 星野 俊明教諭 神原 美佳教諭 

②活動名 代表委員会「学校かくれんぼをしよう」 

③一連の活動の流れ 

事前 

活動日 活動内容 指導上の留意点 

７月 22 日 

中休み 

・議題提案カードを分類、整理し、議

題を選定する。 

・７つの視点で分類する。（２５ページ参照） 

・児童会めあてに沿って決めるようにする。 

９月 12 日 

委員会 

・推進委員会（児童会計画委員会）で

提案理由を明確にしたり、話合いの

活動計画書を作成したりする。 

・全校のみんなで「学校かくれんぼ」をする

ことで、共通のゴールイメージをもつこと

ができるようにする。 

９月 16 日 

朝休み 

・全校児童へ、活動内容や、提案理由

を報告する。 

・全校児童が共通のゴールイメージをもつこ

とができるようにする。 

９月 17 日 

中休み 

・代表委員会活動に参加する児童に

活動計画書を配布し、各学級や各委

員会からの意見を収集する。 

・代表委員会活動に出席しない児童の意見も

反映できるようにする。 

９月 18 日 

朝休み 

・下学年の学級から意見を収集する。 ・代表委員会活動に出席しない児童の意見も

反映できるようにする。 

９月 24 日 

中休み 

・収集した意見を基に話合い活動の

準備を進める。 

・事前に収集した意見を基に、話合い活動や、

児童会集会活動のイメージをもたせる。 

本時 

・議題「『学校かくれんぼ』の計画を立てよう」 

・提案理由 今  ：他学年の人と話したり遊んだりすることが少ないから、 

手だて：他の学年の人とも協力して関わり、 

ゴール：全校のみんなと仲良くなるため。 

・本議題について 

   ７月に児童会のめあて「みんなが元気で笑顔で仲がいい、毎日が楽しい学校」を基に、全校児童に

向けて、「みんなで楽しめるやりたいこと」を募集し、推進委員（児童会計画委員）で７つに分類し

た。「代表委員会で考えるね」に分類したものには「逃走中」と「学校かくれんぼ」があり、昨年度

行った「逃走中」ではなく、まだやっていない「学校かくれんぼ」をやったほうが、全校児童が楽し

めるのではないかと考え、本議題に選定された。 

   本校で行う「学校かくれんぼ」はどこかにかくれている人を見つけるかくれんぼとは異なり、人込

みの中にいる、目印をつけた人（かくれる人）を探す活動である。目印をつけた人（かくれる人）は

全校児童の希望をもとに、選定する。 



・本時のねらい 
全校のみんながもっと仲良くなれる工夫をしたり、協力して準備ができる計画を立てたりするこ

とができる。 
・本時の展開 

児童の活動 指導上の留意点（○）と評価（★） 

１．はじめの言葉 

２．司会グループの役割紹介 

３．議題の確認 

４．提案理由の確認 

５．決まっていることの確認 

 

 

 

 

○目的を確認し、一人一人が自分事として捉えさせる。 

６．話合い 

話し合うこと① 

「他の学年の人と協力した

り、仲良くなったりするた

めに工夫しよう」 

 

話し合うこと② 

「必要な役割を出し合い、分

担しよう」 

 

○児童の話合いをできる限り見守る。 

○児童の自治的活動の範囲を超えた場合、話合いが混乱した場合

は、その場で指導する。 

【児童の自治的活動範囲を超える例】 

・個人情報やプライバシーの問題 

・相手を傷付けるような結果が予想される問題 

・教育課程の変更に関わる問題 

・校内のきまりや施設、設備の利用の変更等に関わる問題 

・金銭の徴収に関わる問題 

・健康、安全に関わる問題 

★全校児童のことを考えて意見を伝えている。 

 （よりよい生活を築くための知識・技能） 

★提案理由の達成に向けて発想を広げている。 

 （集団や社会の形成者としての思考・判断・表現） 

★全校児童のことを考えて、実践活動への見通しをもって話し合お

うとしている。 

（主体的に生活や人間関係をよりよくしようとする態度） 

７．決めたことの確認 

８．先生の話 

９．振り返り 

10．終わりの言葉 

○「①司会グループの労い②提案理由を意識した発言③全校児童の

ことを考えた建設的な発言④今後に向けて」について話す。 

○評価の観点に沿って実名を挙げ、具体的に称賛する。 

○実践に向けての意欲付けをする。 

・話合いの様⼦ 
本校の児童会活動のめあてである「みんなが元気で笑顔で仲がいい、毎日が楽しい学校」を達成す

るために「他の学年の人と協力したり、仲良くなったりするための工夫」について話し合うことにし

た。話し合うこと①は、事前に各学級から意見を集めた上で話し合った。一つ一つの意見に対して、

賛成意見や反対意見、改善を含めた意見等、活発に話し合う姿が見られた。それぞれの意見を取り上

げる際には、提案理由に立ち返ったり、全校児童のことを考えたりしながら、合意形成を図ることが

できた。話し合うこと②は、事前に各学級から意見を集めたり、話し合うこと①で決まった工夫から

必要な役割を出し合ったりした。その後、全校児童で「学校かくれんぼ」を作り上げたいという児童

の思いから、各委員会や各学級で役割を分担し、全校児童がそれぞれの役割を担えるようにした。 



事後 

活動日 活動内容 

10 月 ３日（金） ・代表委員会で決まったことを全校児童に報告する準備をする。 

10 月 ６日（月） ・全校朝会にて、決まったことを全校児童に報告する。 

10 月 ７日（火）～ ・決まった計画にそって準備をする。 

10 月 31 日（金） ・「学校かくれんぼ」実践 

11 月 ４日（火） ・実践の振り返りをする。 

 実践活動に向けて、「かくれたい人の募集」を広報委員、 「活動グループの編成」を推進委員（児

童会計画委員）、 「ルール説明」を集会委員、 「活動中のアナウンスの台本作り」を放送委員、 「危

ない場所にテープを貼る」を環境整備委員と保健委員、３・４年生、 「宝・活動参加特典作り」を

１・２・５・６年生が担当し、準備を進めた。 

 

 

 

 

 

 

（危ない場所にテープを貼る）            （宝づくり）                （かくれたい人の募集） 

【活動の様子】 

「学校かくれんぼ」は、４年生の「初めの言葉」から始まった。「学校かくれんぼ」は他の学年の人

とグループで活動した。グループで自己紹介をしたり、手をつないで移動したりする工夫をすること

で、提案理由「他の学年の人とも協力して関わり、全校のみんなと仲良くなるため。」に近づくことが

できた。活動終盤には全校児童で「大きなひとつの輪」を作ったり、活動終了後に「学校かくれんぼ

参加特典」を全校児童に配布したりすることで、「全校児童で協働する力」や「学校生活をよりよく工

夫しようとする力」が身に付いた。 

 

 

 

 

 

 

（はじめの言葉）                   （自己紹介）              （学校かくれんぼの様子） 

 

 

 

 

 

 

        （大きな輪）.               （メッセージボード）               （参加特典配布） 

 



【活動を終えて】 

《代表委員会の児童の振り返り》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参加した児童の振り返り》 

・迷子にならないように手をつないでくれてありがとう。（１年生） 

・６年生、宝を作ってくれてありがとう。（１年生） 

・放送してくれてありがとう。（２年生） 

・グループのリーダーをしてくれてありがとう。学校かくれんぼ楽しかったよ。（２年生） 

・みんなの安全のためにテープを貼ってくれてありがとう。（２年生） 

・私たちに「どこに行きたい？」と言ってくれてうれしかったです。（３年生） 

・２年生のみなさん、折り紙を折ってくれてありがとう。一生大切にします。（３年生） 

・かくれんぼ中に放送や企画をしてくれてありがとう。（３年生） 

・みんながいろんなところに行こうとしているのを止めてくれてありがとう。（４年生） 

・離れてしまった時に待っていてくれてありがとう。私も６年生になった時にこんな６年生になりた

いです。（４年生） 

・全学年のみんながかくれんぼの準備をしてくれたり、景品を作ったりしてくれてありがとう。 

（５年生） 

・同じ折り紙の景品担当で、一緒に作ってくれてありがとう。（５年生） 

・僕たちをひっぱってくれてありがとうございます。（６年生） 

・５年生、１年生と手をつないでくれてありがとう。次は６年生としてがんばって。（６年生） 



 

 
 

④視点１〜３の手だての検証・成果 

視点１ みんなとともに生きていく力を育てる指導の工夫 （人間関係形成） 

 全校児童から、「全校でどんな活動に取り組みたいか」という意見を収集した。収集した全て

の意見を大切にするため、それらを分類し、どのように生かしていくかを児童会集会活動（朝

の時間）で全校児童に周知した。その結果、一人一人の意見が反映されたという実感が全校児

童に広がり、活動への参画意欲が高まるとともに、互いを大切にする態度の育成につながった。 

視点２ 自らよりよい学校生活をつくろうとする力を育てる指導の工夫 （社会参画） 

全校児童が児童会活動に対する思いや願いを交流できるように、児童会活動メッセージボー

ド（児童会ニコニコボード）を設置し、実践活動後の全校児童の声（｢たのしかった｣｢すごかっ

た｣｢うれしかった｣｢ありがとう｣｢がんばったね｣など）を可視化した。全校児童が自由にカード

に記入し閲覧できるようにすることで、上級生への｢あこがれ｣と、下級生への｢思いやり｣の気

持ちを表出できるようにした。また、代表委員に活動の目的や意義、参加の仕方を自分の学級

に伝えるよう指導し、下学年の学級には、担任を通して周知した。その結果、児童も教師も児

童会活動への関心が高まり、よりよい学校生活をつくろうとする意欲の向上につながった。 

視点３ なりたい自分に向けてあきらめずに頑張る力を育てる指導の工夫（自己実現） 

提案理由が明確になるように指導した。具体的には、「全校の現状（今）」を踏まえて、「何を

して（方法）」、「どうなりたいか（ゴール）」を明確にした。児童とともに提案理由を練り上げ

ることを通して、合意形成の指針となるようにした。その結果、話合いが焦点化され、活動の

深まりが見られた。また、児童が提案理由を意識して実践に取り組み、「なりたい自分」や「よ

りよい学校生活」の実現につながった。 

 

⑤講師紹介、指導講評 

世田谷区教育委員会 支援教育課教育支援嘱託員 元本会会長 石田 孝士 先生 

・代表委員会は、全校児童の意見をもとに活動するものであり、高学年のみの活動ではない。

今回は１年生の提案が議題となり、全校での活動につながった。 

・代表委員会は、各委員会をつなぐ調整的な役割を担うとともに、役割分担と協働によって

全校的な活動を生み出す。 

・代表委員会の実施方法は学校の実態に応じて工夫するが、学習指導要領解説では、代表委

員会と各委員会を並行して実施することを避けるように示されている。 

・話合い活動の基盤は学級活動⑴にあり、代表委員会を児童会総会の縮小版として位置付け

ることで、各委員会同士が関連を図ることができる全校的な活動を行いやすくなる。 

・児童会活動は児童主体の自治的活動であり、代表委員会は、全校が関わる集会活動の基盤

となる。 

・児童会活動はキャリア教育の中心となり得るもので、高学年の思いやりと低学年のあこが

れによる人間関係の循環を生み出す。 

・年度当初には、児童向けだけでなく、教職員向けにも特別活動のオリエンテーションを行

い、共通理解を図ることが重要である。 

・高学年の振り返りは、メタ認知を育て、自己制御力や自己指導力を高める機会となる。 

・授業では、板書の整理、終末での価値付け、児童の反応を捉える場面を大切にする。 

・全校での活動においては、「多くの人と広く関わる」か「少人数と深く関わる」か、活動の

軸を意識する必要がある。 



 

 
 

⑥指導に使ったワークシート 

 



 

（２）実践事例２ 世田谷区立芦花小学校 放送委員会 

①日時、場所、対象、授業者 

日時 令和 7年 11 月 10 日（月）  場 所 世田谷区立芦花小学校 

対象 全校児童           授業者 佐藤 あかね  足利 貴士 

 

  ②活動名 放送委員会「音楽会ウィークをしよう」 

   

  ③一連の活動の流れ 

   事前 

活動日 活動内容 指導上の留意点 

11 月４日 

中休み 

・司会グループで集まり、役割分担を行

う。議題・提案理由（活動の目的や意

義）を具体的かつ明確にする。 

・活動計画書を作成する。 

・活動の目的や意義を共通理解した

上で、話合い活動を円滑に進める

ことができるように計画する。 

11 月５日 

中休み 

・放送委員会全員に活動計画書の内容を

提示し、本時の活動内容を確認する。 

・話し合うこと①「内容を決める」につ

いて、事前に自分の意見を考える。 

・今回は、内容のみを決めればよい

こととし、方法についていは各班

で決めてよいこととする。音楽の

先生や１・２年生へのインタビュ

ーも可能とする。 

11 月６日 

中休み 

・司会グループで話合いの流れを確認

し、各自の考えを分類・整理する。 

・見どころ、曲目、似ているものを

近くに貼ることを確認する。 

本時 

 ・議題「音楽会ウィークの計画を立てよう」 

 ・提案理由 

    今  ：音楽会のことをみんなに聞いてもらいたい。 

※ 指導で引き出したい言葉「各学年がどんな演奏をするのが分からないから」 

    方法 ：普段と違う方法でみんなの心をつかみ、 

        ※ 指導で引き出したい言葉「各学年のよさが伝わるような放送をして」 

    ゴール：音楽会が楽しみになるようにしたいから。 

        ※指導で引き出したい言葉「全校のみんなが音楽会を楽しく迎えられるように」 

全校児童へ「放送委員会へ

の感想などをカードに書

いて貼ってください。」と

お願いしました。 

音楽会ウィークを

してほしいです。 

 

集まった感想 

歌を流してくれた

とき、全校のみんな

で歌っている気が

して嬉しかったで

す。 

 

冬ウィークをやっ

てほしいです。 

 



 

・本議題について 

    １学期の最初に、５・６年生全体で委員会活動の意義や委員会の活動の流れを伝えるオリエ

ンテーションを行った。放送委員会では、そのオリエンテーションを受けて、「一人一人の心に

残るような全校が楽しめる放送をする」というめあてを決めた。給食のいいところを給食委員

会が各クラスから集めたときに「放送が楽しい」という感想が低学年から寄せられた。日々の

放送も 1年生がクイズを楽しんでいる様子を知り、もっと聞き手を楽しませたいという気持ち

が生まれたことから話合いの計画を立てた。運動会の週には、「運動会ウィーク」を実施した。

応援団長や各学年にインタビューをした。その後、芦花っ子ボードに全校児童から感想をもら

った。その中に、「音楽会ウィークをしてほしい。」という内容があったため、今回は「音楽会

ウィーク」について話し合うこととした。 

・本時のねらい 

提案理由に沿って話し合い、相手意識をもって合意形成を図る。日々の活動やこれまで行っ

てきた活動（「65 周年バースデーウィーク」「運動会ウィーク」）を基によりよい活動になるよう

にする。 

・本時の展開 

児童の活動 指導上の留意点（○）と評価（★） 
1 はじめの⾔葉 
2 司会グループの役割紹介 
3 議題の確認 
4 提案理由の確認 
5 決まっていることの確認 

 
 
 
 
○⽬的を確認し、⼀⼈⼀⼈に⾃分事として捉えさせる。 
○事前に放送の期間をカレンダーで⽰して共通理解しておく。 

6 話合い 
 話し合うこと① 
 「どんな内容にするか決め

よう」 
 

話し合うこと② 
「役割分担をしよう」 

○児童の話合いをできる限り⾒守る。 
○児童の⾃治的活動の範囲を超えた場合、話合いが混乱した場合は、そ

の場で指導する。 
 
【児童の⾃治的活動範囲を超える例】 
・個⼈情報やプライバシーの問題 
・相⼿を傷付けるような結果が予想される問題 
・教育課程の変更に関わる問題 
・校内のきまりや施設、設備の利⽤の変更等に関わる問題 
・⾦銭の徴収に関わる問題 
・健康、安全に関わる問題 
★全校児童のことを考えて意⾒を伝えている。 
（よりよい⽣活を築くための知識・技能） 
★提案理由の達成に向けて発想を広げている。 
（集団や社会の形成者としての思考・判断・表現） 

★全校児童のことを考えて、実践活動への⾒通しをもって話し合おうと
している。 

（主体的に⽣活や⼈間関係をよりよくしようとする態度） 
○⼿段は事前に⽰しておき、放送内容について話し合うように助⾔す
る。 



 

・話合い活動の様子 

   話し合うこと①では、各学年の意気込みや見どころを紹介することについての意見に賛成が

多く集まった。意見を比べ合う活動から話し合うことにより、一人一人が意見や理由を述べる

ことができた。 

   話し合うこと②では、何曜日がどの内容を担当するかを決める際、同じグループの５・６年

生ですぐに話し合い、希望が重なったときにはグループ同士でも話し合うことができた。 

事後 

活動日 活動内容 

11 月 11 日〜11 月 21 日 ・音楽会ウィークの原稿を作成する。 

 必要なグループはインタビューや練習を行う。 

11 月 25日～12月 5日 ・音楽会ウィークの放送を実施する。 

12月 8日 昼休み ・実践の振り返りをする。 

12月 25日 中休み ・7つの力に関する振り返りを ICTを用いて行う。 

 

【放送の様子】 

   放送委員会の児童が、各学年に意気込みや見どころをインタビューしたことで、全校児童が

自分の学年が呼ばれることを楽しみにする姿が見られた。放送を聞きながら他の学年の歌を歌

ったり、どんな曲を演奏するか知ったりすることで、他学年との繋がりが生まれた。振り返り

では、アンケートやインタビューをすることにより、より全校を巻き込めたのではないかとい

う意見が出た。低学年が自分たちのことを放送で紹介してくれることを喜んでいることを知

り、もっと全校の意見を取り入れた活動をしたいという思いが芽生えた。 

 

 7 決めたことの確認 
 8 先⽣の話 
 9 振り返り 
10 終わりの⾔葉 

 
○「①司会グループへの労い②提案理由を意識した発⾔③全校児童の

ことを考えた建設的な発⾔④今後に向けて」について話す。 
○担当で話すことを決めておく。 
○評価の観点に沿って実名を挙げ、具体的に称賛する。 
○実践に向けての意欲づけをする。 
 



 

 
 

④視点１〜３の手だての検証・成果 

視点１ みんなとともに生きていく力を育てる指導の工夫 （人間関係形成） 

 児童会活動において、「みんなとともに」の「みんな」は「全校児童」であり、よりよい人間

関係とは、「他の学年と人間関係を豊かにする」ことであると考えた。そのため、放送の内容を

決める話合いでは、「全校のみんなが聞きたくなる」ことを大切にするよう助言した。放送委員

の児童が、給食中に各教室での児童の様子を確認した結果、放送を十分に聞いていない実態が

分かった。そこで、全校児童に放送してほしい内容をインタビューして取り入れるなど、放送

をより楽しく聞いてもらう工夫をした。「音楽会ウィーク」の話合いでは、「全校児童が自分の

学年以外の発表にも興味をもち、音楽会が楽しみになるような活動」にするための発言が増え、

委員会のめあてを意識する様子が見られた。全校のみんなを楽しませるという視点をもつこと

で、お互いの人間関係を豊かにしていこうという意識が高まった。その結果、一人一人の意見

が反映されたという実感が全校児童に広がり、活動への参画意欲が高まるとともに、互いを大

切にする態度の育成につながった。 

視点２ 自らよりよい学校生活をつくろうとする力を育てる指導の工夫 （社会参画） 

「よりよい集団」とは、児童同士（特に異年齢）の「あこがれ」や「思いやり」の気持ちが

醸成される集団である。そこで、全校児童が児童会活動に対する思いや願いを交流できるよう

に、児童会活動メッセージボード「芦花っ子ボード」を設置し、掲示したものを全校児童が閲

覧できるようにすることで、上級生への「あこがれ」と、下級生への「思いやり」の気持ちを

表出できるようにした。「芦花っ子ボード」に書かれていた放送への感想やもっとこうして欲し

いという思いを受け止め、次の活動に生かそうとする姿が見られた。 

視点３ なりたい自分に向けてあきらめずに頑張る力を育てる指導の工夫（自己実現） 

「音楽会ウィーク」では、番組の冒頭に活動の目的や意義を説明し、各学年の演奏内容や意

気込みを紹介した。その結果、放送中に他の学年の歌を口ずさむ児童の姿も見られるなど、音

楽会を楽しみにする様子が見られた。ICT 機器を活用し、定期的に活動の振り返りを積み重ね、

全校児童からの感想をもらうことで、７つの気持ちが醸成されたと実感することができた。 

 

⑤講師紹介、指導講評 

有明教育芸術短期大学 副学長 元本会会長 長田 信彦 先生 

・お互いを名前で呼び合うことは、人間関係を深める第一歩である。所属委員会内では、名

前で呼び合うことが重要である。人数が多い場合は名札を作ったり、委員会の数を増やし

て各委員会の所属児童数を減らしたりする工夫が必要である。 

・上級生への「あこがれ」や下級生への「思いやり」を醸成するためには、メッセージボー

ド等を使った可視化はとても有効的である。 

・児童一人一人が目標やめあては決めるが、自己実現につながる「なりたい自分」という事

をもっと考えさせた方が良い。 

・今回の放送委員会の実践活動期間は１週間と設定されていたが、「音楽会を盛り上げる」た

めには、２週間くらいは確保した方がよい。 

・低学年から楽しいという一言をもらったら、放送委員会からも返事を返すような双方向の

活動が重要である。 

・委員会活動は、異なる学級のメンバーで構成されているため、話合い活動も様々な形で指

導されている。そのため、話合い活動に対する全員のイメージが同じであるか共有する必

要がある。 



 

⑥指導に使ったワークシート 

 



 

３ 成果と課題 
(１)成果 

視点１ みんなとともに生きていく力を育てる指導の工夫（人間関係形成）  
メッセージボードを活用し、上級生への「あこがれ」と下級生への「思いやり」をも

たせていくことが、よりよい人間関係形成につながった。  
視点２ 自らよりよい集団をつくろうとする力を育てる指導の工夫（社会参画）  

年度当初のオリエンテーションを大切にすることや、児童の発意・発想を生かした自

治的活動の場を保障することで、「全校のみんなのために」という活動の目的や意義の

達成につながった。  
メッセージボードを活用し積み重ねていくことで、フロア側の「もっとこうしてほし

い」という思いをリーダー側が受け止め、「次はもっとこうしてみよう」という思いに

つなげていくことができた。  
視点３ なりたい自分に向けてあきらめずに頑張る力を育てる指導の工夫（自己実現）  

委員会のめあてをもとに個人のめあてを明確にすることが一人一人の「自己実現」に

つながった。また、メッセージボードを活用することで、リーダー側の自己有用感が高

まることにつながった。  
(２)課題  
視点１ みんなとともに生きていく力を育てる指導の工夫（人間関係形成）  

全校児童から収集し分類・整理した意見を全校児童に伝えることで、児童会活動の目
的や意義を共通理解していけるように、継続して指導を進めていくことが大切である。

児童会のめあてを達成するための活動を積み重ねていくことが必要である。  
   視点２ 自らよりよい集団をつくろうとする力を育てる指導の工夫（社会参画）  

基本的な代表委員会活動や委員会活動の在り方（「児童の発意・発想を生かした自治
的活動」の場を保障すること、「計画」から「振り返り」までの活動を一連の活動とし
て捉えること）及び、活動に関する教員間の共通理解の更なる見直しを、より多くの学

校に広めていく。  
視点３ なりたい自分にあきらめずに頑張る力を育てる指導の工夫（自己実現）  

    教師の関わり方が、児童の「発意・発想を生かした活動をしよう」とする意欲につな
がる。児童に身に付けさせたい力を指導するにあたり、教師の適切な評価が重要になっ
てくる。今後は、児童会活動の特質に合わせた評価の観点をより明確にしていきたい。  

  （３）各活動・学校行事との関連 
異年齢集団による話合いの場では、学級活動（１）での手法が生かされる。児童が

所属する各学級での学級会の積み重ねを大事にしていきたい。  
また、クラブ活動においても、メッセージボードを活用し可視化することで、自己

肯定感が高まり、よりよい人間関係の形成につながることが確認された。  

 

研究に携わった人 
部 長 渋井 洋子 東久留米・神宝小  
副部長 星野 良明 足立・東渕江小  

〃  大藏 久美 小平・小平第三小  
〃  尾形 俊亮 調布・調和小  
〃  丹治 良太 中央・月島第一小  

会 計 佐藤あかね 世田谷・芦花小    
 〃  清水  斐 江東・豊洲小  
授業者 星野 俊明 葛飾・川端小  
 〃  神原 美佳 葛飾・川端小  
 〃  足利 貴士 世田谷・芦花小  

赤松 栄介 江東・枝川小  
    関田 裕子 世田谷・芦花小  

慶山 絢香 世田谷・芦花小  
久良木優有 杉並・八成小  
松川 浩美 多摩・貝取小  
菊地 佑太 小金井・東小  

 
久保田晃司 昭島・つつじが丘小  
満山 寿子 北・赤羽小  
柴﨑 千陽 三鷹・北野小  
矢野 雅子 杉並・桃井第三小  
島田 和崇 調布・柏野小  
菊池 友也 新宿・戸塚第三小  
川崎 真琴 青梅・第五小  
竹原 典子 北・滝野川第四小  
伊藤 仁美 小平・小平第三小  
鈴木 敬太 江戸川・春江小  
齋藤 裕伍 葛飾・川端小  
田中 映輝 葛飾・川端小  
稲垣 大吾 葛飾・川端小  
酒井明香里 江戸川・北小岩小  
高宮 良子 元部長  

  味村美恵子 元部長  











 

２ 実践事例 

（１）実践事例 1  大田区立徳持小学校「ダンスクラブ」 

① 日時、場所、対象、指導者 

授業日：令和７年９月 29 日(月) 

場 所：大田区立徳持小学校 ４年１組教室 

対 象：４年８名 ５年６名 ６年 15名 計 29名 

指導者：藤井 芳子主任教諭・前田 璃子教諭 

 

②  内容 

＜１学期の活動＞ 

第１回のクラブ活動では、クラブ活動の特質や本校で大切にしていることなどを伝えるオリエン

テーションを行い、役割分担を行った。その後、ダンスクラブの目標を決めた。クラブの目標を決

めるにあたり、どんなクラブにしたいかを聞き、全員の思いが入るように以下のように決定した。  

 

 

 

 

 

 

第２回に向けた計画委員会を行い、クラブ長・副

クラブ長・記録の児童で、ダンスクラブの目標を達

成するために、４・５・６年生のどの学年も入る６

グループ（司会グループ）を決めた。第 1回で出し

合った「ダンスクラブでしたい活動」の中から話し

合い、全員で決めた活動を年間活動計画表に割り当

て、第２回の活動計画を立てた。クラブ後の時間と

休み時間に計画を立て、活動計画カードを作成し、

事前に活動内容が分かるようにした。 

第２回は異年齢小グループでの仲を深めるため、

きずなを深めるゲーム、グループ名を決める活動を

行った。 

第３回からは、司会グループごとの輪番制で司会

進行をすることになった。全員で踊る曲を決め、踊

るチームを決めた。 

第４・５回の活動では、チームごとに踊る練習、

進行状況の確認のためのリーダー会議を行った。 

第６回の活動では、２学期に控えているクラブ発

表会に向けてのリハーサルと、１学期の振り返りを行った。 

１学期の活動を積み重ねてきたことにより、６年生を中心に司会進行や仲間への言葉掛けを行う

姿が見られるようになった。また、１学期の振り返りから、自分たちの力でチームの練習を進める

ダンスクラブの目標 

①自分たちの力で進めて（社会参画） 

②学年関係なく楽しくダンスをおどって（自己実現） 

③きずなを深めるクラブ（人間関係形成） 



 

ことができるようになってきたことや、ダンスを介して異年齢での関わりが深まってきたことが分

かった。初回にクラブ活動のオリエンテーションを行ったことで、クラブ活動は「異年齢で協力し」

「共通の興味・関心を追求し」「集団活動の計画を立て」「自主的・実践的に取り組む」ことで「個

性の伸長を図る」ものであることを理解し、自分の一年間の目標に取り入れる児童もいた。徐々に

自分たちの力で協力して活動を進めることができるようになってきた。 

 

＜２学期の活動＞ 

２学期に入り、一週間前から休み時間に舞台で練習する計画を立てた。また司会や盛り上げ役、

放送やポスター担当など役割分担をし、自分たちの力で活動を盛り上げていこうとする姿が見られ

た。 

２学期１回目の活動が本研究授業となる。ダンス発表会を終えた直後のクラブ活動となるため、

本時はダンス発表会の振り返りが中心となる。児童の願いは、お互いのダンスを見て、友達のよい

ところを認め合いたい、ダンス発表会での達成感を共有したいということである。ダンスという共

通の興味・関心を追求しながら、次なる目標に向けて今後改善できることを出し合い、自分の目標

の修正・追記を行う。より具体的な目標になり、振り返りができるように、今後も指導していく。 

 

③  一連の活動の流れ 
＜事前＞【活動計画カードの活用】 
自分たちの力で計画し、活動をつくり上げるた

めに、司会グループで役割を分担したり計画委員

会で活動のポイントになるところを相談したりし

て、クラブ活動計画カードを作成し、クラブ担当

に提出し、情報共有ソフトで計画を共有した。 

 

 ＜本時＞【終末の助言の工夫】 

目標やめあてを意識して活動できたこと、クラ

ブ全体の成長に気付いたことを取り上げ称賛する。

また、クラブ全体の課題について伝え、自分たち

で解決していけるようにする。担当教員で見取る

視点を分けて、終末の助言で価値付ける。 

 

＜事後＞【クラブ通信の活用】 

自他のよさやクラブ全体の成長などを児童自身

が実感できるようにするために、教師が見取った

活動のよさや終末の助言で取り上げた成果や課題、

児童同士が見つけた互いのよさや可能性、メンバ

ーからのメッセージなどをクラブ通信にまとめ児

童に配布する。また、情報共有ソフトのダンスク

ラブページからも児童が見られるようにする。 

 







 

【クラブ通信】 

 

、 
、 











 

⑥指導に使ったワークシート 

【振り返りシート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  
 

 

 

 

 

 

 

【クラブ通信】

・毎時ごとにスプレッドシートを作成し、児童が共同編集できるようにしたこと

で、仲間のめあてを共有するとともに、めあてや振り返りに対する視点を広げ

ることができた。 
・振り返りシートへの記入内容がクラブ通信に反映される仕組みを整えたこと

で、クラブ通信発行の簡易化につながった。 



 

本研究部作成「クラブ活動で育つ力」 

指導の 
場面 

育つ力 
A 人間関係形成 B 社会参画 C 自己実現 

１ 

所属決定 

(1) 同好の異年齢の仲間を集めるために

声を掛けたり誘ったりする。 
(2) 友達と声を掛け合って、自分たちで

新しいクラブをつくろうとする。 
(3) 設立の条件に合うように、友達を誘

ったり他のクラブを選んだりする。 

(1) ポスターを作ったり、宣伝方法を

考えたりするなど、自分のできる

ことを考えて発足するために活動

する。 
(2) 前年度の経験を生かして、所属す

るクラブを選ぶ。 

(1) 自分の興味・関心を追求できるク

ラブを選ぶ。 

２ 

組織作り 

(4) ６年生が中心になり異年齢小 
グループを作る。 

(5) ４・５・６年生が一緒に活動できる

ようなグループを作る。 
(6) 異年齢の新たな仲間づくりをするた

めにすすんで声を掛ける。 

(3) 必要な役割を考え、提案する。 
(4) 前年度の経験を生かして組織作り

を行う。 

(2) 自分の活躍できる役割を選ぶ。 

３ 

目標の決定 

(7) 全員で話し合い、クラブ全体の目標

を決める。 
(8) 「他の学年の友達と仲よく活動する」

などの異年齢集団を意識した個人の

目標を決める。 

(5) 全員の願いを生かしたクラブ全体

の目標を決める。 
(6) 全体の目標を達成するために、毎

時の全体のめあてを決める。 

(3) クラブ全体の目標達成に向けて、

個人の目標を決める。 
(4) 個人の目標や毎時の全体のめあ

てを達成するために、毎時の個人

のめあてを具体的に決める。 

４ 

活動計画作り 

(9) みんなで話し合ってすべての希望が

入るような計画を立てる。 
(10) 一人で活動するのではなく、グルー

プの友達と一緒に活動できる内容

を決める。 
(11) より楽しくより豊かになる方法を

考える。 

(7) 計画委員会をすすんで行い、次の

活動の見通しをもつ。 
(8) アイディアを出し合って、活動計

画を作る。 
(9) みんなで役割を分担する。 
(10) 計画したことをみんなに知らせ

る。 
(11) 次の活動内容を知り、協力して準

備をする。 

(5) みんなが活躍できるような活動

計画を考える。 
(6) 自分の思いを大切にして、考えを

伝える。  
(7) 自分のよさや力を発揮し、より楽

しくより豊かになる方法を考え

る。 

５ 

毎時間の活動

と振り返り 

【毎時間の活動】 
(12) 異年齢の仲間と仲よく楽しく活動

する。 
(13) 互いに助け合って活動する。 
(14) 異年齢の仲間と一緒に興味・関心

を、実態に即した多様な方法で追求

する。 
(15) 高学年の児童が下学年の児童の思

いや願いを生かして活動する。 
(16) 下学年の児童が高学年の児童に憧

れをもち、高学年のよさを自分の活

動に生かす。 

【毎時間の活動】 
(12) 一時間の流れを理解し、すすんで

活動する。 
(13) 自分の役割を果たす。 

【毎時間の活動】 
(8) 個人の目標やめあてに向かって

すすんで活動する。 
(9) 自分のよさや得意なことを生か

して活動する。 
(10) 学級では見られない個性を発揮

する。 

【振り返り】 
(17) 自他のよさに気付き、伝え合う。 
(18) みんなと協力するよさに気付く。 

【振り返り】 
(14) よかったことと課題に気付く。 
(15) 課題の解決方法について考えた

り話し合ったりして解決する。 
 

【振り返り】 
(11) 活動を振り返り、自分のよさや

可能性に気付く。 
(12) 次の活動への期待をもち、自分

のできることや次回のめあてを

考える。 

６ 

学期末の 

振り返り 

(19) 異年齢の仲間との活動における、よ

かったことや課題に気付く。 
(20) クラブ活動で身に付けた人間関係

を築く力を学級や学校の生活に生

かす。 

(16) 自分たちでクラブをよりよく運

営する方法が分かる。 
(17) クラブ全体の成長と課題に気付

き、すすんで伝え合う。 
(18) クラブ活動で身に付けた社会参

画する力を学級や学校の生活に

生かす。 

(13) 自分の成長や課題に気付く。 
(14) 活動を振り返り個人の目標を

見直す。 
(15) 次の学期、次年度への期待をも

つ。 
(16) クラブ活動で身に付けた自己

実現する力を学級や学校の生活

に生かす。 

７ 

発表 

(21) 発表を見合うことで、互いのよさに

気付く。 
(19) アイディアを出し合って発表方

法や発表内容を考えたり伝え合

ったりする。 
(20) 自分たちの発表を多くの人に見

てもらうためにすすんで活動す

る。 
(21) 他のクラブの発表を、自分たちの

クラブの活動に生かそうとする。 

(17) 自分たちの成果を発表するこ

とで、クラブ全体の成長に気付

く。 
(18) 他のクラブの発表を見て、次の

活動への期待をもつ。 
(19) 発表の準備や発表を通して、自

分の成長に気付く。 







 

研究仮説 学校行事の一連の活動を自分のこととして捉え、なりたい自分を明確にし、みんなと協
働する中で、多様な価値観や考えをもつ人と関わり、認め合い、補い合うことでよりよい

人間関係を形成し、自ら未来を切り拓くだろう。  

１ 本年度の研究について （１） 研究構想図 

 

 

 

研究の視点と指導の手だて 

視点１（人間関係形成）  
みんなと協力して活動する中で互いを 

認め、補い合う力を育てる指導の工夫 

視点２（社会参画）  

よりよい集団をつくり上げる力

を育てる指導の工夫 

視点３（自己実現）  
なりたい自分に向けてへこたれず

に行動する力を育てる指導の工夫 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
【地域の方との関わり】 
・地域の方への紹介活動や本番の鑑
賞を通して、児童の参画意識を高
められるようにする。  

 

 

 

 

 

 
 
 

【自己のよさを生かそうとする事後指導】  
・成長を振り返りカードに書き、（低学年

は、選ぶ・色を塗る、など）掲示する。 

・他学年、教職員、保護者からの評価

を知らせる。 

・自分や仲間のよさを共有する。 

・次の行事の見通しと個人目標を立て

る。 

【めあて実践を促す言葉掛け】  
・朝の会、帰りの会等を活用し

て、めあての実践を促す言葉掛け

を充実させ、児童の意欲を高めら

れるようにする。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よりよい学校行事を展開していくための手だて（時系列） 

(1) 年度初めに年間の学校行事の見通しをもち、学
年の方針（目標）等を決める。 

(2) 学年・学級の掲示コーナーをつくる。 
(3) 学年オリエンテーションを開く。 
(4) 行事のめあて（テーマ）を作る。 
(5) 行事の事前指導を行う。（意欲を高め、見通しをも

ち、個人の目標を立てる。） 

(6) 活動ごとにめあてを立て、振り返りの場を設ける。  
(7) 活動の様子を映像や写真で提示し、そのときの  

ことを思い出しながら振り返りができるようにする。 
(8) 児童の願いが達成できるように行事を実施する。 
(9) 行事の事後指導を行う。（成長や課題を振り返

り、次の行事への期待と見通しをもつ。） 
(10)自他の成長やよさを認め合えるカードを掲示する。  

研究主題     「自ら未来を切り拓く児童を育成する学校行事」 
 
 
 
 
 

目指す児童像  
・多様な価値観や考えを認め合い、協働しながら補い合える児童（人間関係形成） 

・学校行事の意義や課題を自分のこととして捉え、みんなのために活動できる児童（社会参画） 

・なりたい自分の実現に向けて努力し、困難を乗り越えて自分を高めようとする児童（自己実現）  

【教室掲示・学年掲示板の活用】 
・学年のテーマ、個人のめあて・振り返り、保護者等のメッセージなどを掲示できるようにすることで、意欲を高められるよう
にする。カレンダーや実行委員、係の連絡掲示板によって、見通しをもたせながら活動できるようにする。 

【振り返りの場の工夫】 
・活動の様子を記録したスライドショーは視点をもって見合い、成長や課題に気付けるようにする。 
・他学年とメッセージ交換を行い、互いのよさを実感できるようにする。 
・事後指導では板書を工夫し、身に付けた力を視点ごとに提示し、児童が自分成長を実感できるようにする。 

【友達のよさや自分の思いを伝える時間の設定】 
・行事の活動（練習や準備）の始めや終わりに、互いのよさを認め、伝
え合う時間を設定する。 

【自分の役割を意識し、友達との関わりを深める係活動】 
・見通しをもてる活動計画を作成する。 
・行事の中で自分の役割を一人一人が意識し、友達と協働できるように
する。 

 

社会背景  
不安定で不確実な時代  
価値観の多様化  

【児童の意欲を高める事前指導】 
・キャリア・パスポートを活用し、これまでの行事を振り返る。 
・学年オリエンテーションを実施し、日程や目的を確認し見通しをもつようにする。  
・学年のめあて（テーマ）を作る。    ・係活動ができるようにする。     ・個人目標を立てる。 

 

児童の実態  
いじめ・不登校の増加  
困難な状況に直面した際、意欲的に

解決する経験が乏しい。  

特別活動で育成すべき資質・能力  
３つの視点  

○人間関係形成 ○社会参画 ○自己実現  

【実行委員会の設定】 
・年間を通して学年全員が実行委員を経験できるようにし、リーダーシップとフォ
ロアーシップを養えるようにすることで、助け合い、支え合えるようにする。 
・活動内容を実行委員中心に学年全体で考え、実践していくことで自分たちが
学校行事をつくり上げる意識を高める。 

 
【学校行事と関連させた学級活動（１）の実施】 
・必要に応じて学級活動 (１)ウを実施し、学級・学年として学校行事の関わり方
について話し合う。 

【ＩＣＴの活用】 
・学校行事に対する思いや活動内容の共通理解を円滑に行う。 
・活動の様子を振り返り、共有できるように、視点をもってスライドを作成する。 





２ 実践事例 

（１）実践事例１   清瀬市立芝山小学校  「展覧会の事前指導」 

 ① 日時、場所、対象、授業者 

   日時 令和７年 11 月４日（火）６校時        場所 清瀬市立芝山小学校 

対象 第３学年       授業者 教諭  船倉 大輔    教諭 城野 正行  

②  内容 

 ・題材名 「見て！見て！！わたしたちの展覧会〜みんなのそうぞうの宝箱〜」 

【主な関連事項】   

学級活動（１） ウ 学校における多様な集団の生活の向上 

学校行事の内容（２）文化的行事 

・議題選定の理由 

本議題は、「見て！見て！！わたしたちの作品をみてもらおう大作戦をせいこうさせよう」である。 

今年度、児童は学年遠足、運動会を経験してきた。学校行事ごとに実行委員会を設立し、一人一人

が学校行事に向かうための工夫を考えて実践してきた。今回も展覧会に向けて実行委員の取組を考

えることになった。まず、教師からオリエンテーションで展覧会の特性や意義を伝えたり、これまで

の図画工作科での授業の様子を振り返ったりした。特性を捉えた上で実行委員を中心に学年の目標

を設定した。展覧会の学年の目標は、「つたえよう！わたしたちのそうぞうのたからばこ」である。

この学年の目標には、自分が一生懸命考えながら作成したり、友達とアドバイスをし合って工夫を加

えたりして作った作品を、友達や保護者、地域の方などたくさんの人たちに観てもらいたいという思

いが込められている。 

目標の実現に向けた活動を、実行委員を中心に話し合い、展覧会の目標の掲示、いいところ見付け、

地域の方への作品ガイドを行うことが決まった。実行委員から自分たちの作成してきたときの思い

や作品のよさがもっと伝わるような工夫をしたいという意見が挙がり、学年全員から意見を求める

ことになった。展覧会の学年の目標を実現するために、みんなで学校行事を創り上げ、一人一人のよ

さを知ってもらいたいという思いから今回の議題に決定した。 

本議題の提案理由は、「自分たちの作品のよさやこれまでの頑張ったことをもっと伝えたい。一人

一人の頑張ったことや作品のよさを観てもらう工夫にみんなで取り組み、授業や行事を自分たちで

楽しめるように協力できる学年になりたいから。」に決まった。一人一人の努力やよさに目を向けて

話し合うことが、自分や友達を大切にすることにつながり、決まったことを全員で取り組むことで一

人一人の展覧会を学年全体の展覧会として捉えることができると考え、さらに、そのような経験を積

むことで学年目標にある「サンシャイン みんなでみんながかがやく」への実現意欲を高めることを

ねらいとした。 

・本学校行事で目指す姿  

（１）今年度の芝山小学校の展覧会で目指す姿 

◯互いに努力を認めながら協力してよりよいものを作り出し、自己の向上の意欲を高める。 

◯日頃の学習の成果を作品の展示によって発表し、互いに鑑賞し合うことで、よさを認め合

い、文化や芸術に親しむ。 

各学年、図画工作科から平面作品・立体作品・共同作品、５・６年生のみ家庭科から裁縫

作品を展示し、鑑賞する。展覧会は、多様な芸術に親しむことによって豊かな情操を育てる

ことができる学校行事である。その中で児童が互いに努力を認めながら協力してよりよいも

のを創り出し、発表し合うことにより、自他のよさを見付け合う喜びを感得するとともに、

自己の成長を振り返り、自己のよさを伸ばそうとする意欲をもつことができると考えた。 



（２）学年として目指す姿 

展覧会の特性として、個人の活動が中心となり、学級・学年の集団として取り組む意識が

他の学校行事に比べて低くなりやすい。展覧会当日も大きな活動はなく、作品を展示するだ

けでは、児童は充実感をもちにくい。そのような特性をもった展覧会だからこそ、これまで

学校行事で育んできた力を生かして自分たちにとって充実した活動にしてほしいと願ってい

る。自分たちの立てた目標に向けて一人一人が考えをもって話し合い、責任をもって粘り強

く取り組む姿や自分や友達が努力した過程を大切にする姿を展覧会では目指した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 一連の活動の流れ     

日時 全体児童活動内容 実行委員児童活動内容 

10月３日 ・代表委員会から展覧会の目標の発表  

６日 
 

・展覧会実行委員会発足 

10日 
 

・学年の目標を決める 

14日 ・実行委員から学年の目標の発表 ・展覧会の目標に向けて取り組むことを決める。 

7日  ・学年会で取り組む内容を決めることを全体に伝
える。 

25日 ・運動会  

28日 ・学級活動（３）運動会の振り返り 
・展覧会オリエンテーション 

・展覧会の目標、学年の目標を改めて伝える。 

29日 ・学年会の議題、提案理由、話し合う
ことを確認する。 
・自分の意見をアンケートツールに入
力する。 

・学年会の議題、提案理由、話し合うことを全体
に発表する。 

30日  ・全体からの意見を基に学年会の計画を立てる。 

31 日 ・出された意見を見て、自分の意見を
学年会カードに書く。 

・集まって整理した意見を全体に提示する。 

11 月４日 
本時 

・学年会（学年で行う話合い活動） ・司会を担当する。 
・決まったことを基に役割分担する。 

７日〜 ・話し合って決めたことをグループで計画する。 
・計画したことを基に同じ役割の友達と協力して実践する。 

28日 ・児童鑑賞日 

29日 ・保護者鑑賞日 

12月５日 ・学級活動（３）展覧会の振り返り  

展覧会に向けて自分の作品や共同作品を作成する児童の様子 



・本時の展開 

活動内容 ●指導上の留意点  ◆評価 

１ 先生の話 

２ 始めの言葉 

３ 司会グループの紹介 

４ 議題の確認 

５ 提案理由の確認 

６ 話合いのめあての 

確認 

７ 決まっていることの 

確認 

８ 話合い 

話し合うこと① 

「がんばりや作品のよ

さをみてもらうための

くふう」 

※出し合うは事前に行

い、比べ合うから始める。 

 話し合うこと② 

「やくわりぶんたん」 

 

９ 決まったことの発表 

10 振り返り 

 

 

11 先生の話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 終わりの言葉 

 

 

● プレゼンテーションでこれまでに見られた作品の作成過程で諦めず

に努力する姿や児童同士の関わり合いを紹介し、「そうぞうの宝箱」を目

標にして進めていけるよう意欲付けする。 

議題 

見て！見て！！わたしたちの作品、みてもらおう大作戦をせいこうさせよう  

提案理由 

今…自分たちの作品のよさやこれまでの頑張ったことをもっと伝えたい。 

すること…一人一人の頑張ったことや作品のよさを観てもらう工夫にみ

んなで取り組み 

未来…授業や行事を自分たちで楽しめるように協力できる学年になりた

いから。 

めあて 

みんなのがんばりや作品のよさをみてもらえるような活動を考え、話し

合って決めよう。 

●自治的な活動の範囲外に自分たちで気付かないなど、必要な場合は助言

をする。特に人権上配慮が必要な場合は指導をする。 

◆みんなのこれまでの努力や一人一人の作品のよさを伝えるために、工夫

の内容を提案したり、話し合ったりして合意形成を図っている。 

【思考・判断・表現】（観察・発言・学習者用端末） 

◆活動に見通しをもって積極的に話合い活動に参加しようとしている。 

【主体的に学習に取り組む態度】（観察・発言・学習者用端末） 

●自分のがんばったところと友達のよかったところを振り返るよう指導

をする。 

●児童の活動の様子(発言・行動・つぶやき)を記録し、終末の助言で取り

上げる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●本時の児童の言動の中から具体的な事実や名前を挙げて称賛する。 

●これからの活動への意欲付けをする。 

※取り上げる内容 

・前回から成長が見られた言動 

・司会グループの工夫、努力 

・友達、学級全体のことを考えた言動 

・話合いをまとめるような建設的な発言 

・議題、提案理由、めあてに戻った発言 

・自分のめあてや前回の振り返りを生かした発言 

・次への成長のために気付かせたいこと 

・実践、生活への意欲付け 

 

 

 



④ 手だての検証・成果 

視点① みんなと協力して活動する中で互いを認め、補い合う力を育てる指導の工夫（人間関係形成） 

〇友達のよさや自分たちの困ったことを伝え合える場の設定 

帰りの会等で展覧会に向けた生活を振り返る時間を設定し、作品作り・展覧会をよりよくする

ための取組の中で自分たちの思いや友達のよかったことなどをカードに記入し、学年掲示板に掲

示できるようにした。また、困っている友達への共感の気持ちや解決策を自由に伝え合えるよう

にした。その結果、個人を中心としていた活動に友達同士の関わりが生まれ、支持的風土を醸成

することができた。  

 

                    

 

 

 

 

 

 

○振り返りの工夫 

  児童鑑賞後に異学年に向けてメッセージを書き、掲示した。

異学年へメッセージを送ることで、作品の鑑賞への意欲を高

めることができ、友達のよさに気付く姿が多く見られた。 

 

 

 

視点②よりよい集団をつくり上げる力を育てる指導の工夫（社会参画） 

○実行委員の設定 

学校行事や学年の取組に対して、実行委員を設定した。実行委員を設定することで、児童の

意見や発意を取り入れて学校行事を実施し、自らの力で学校行事を作っているという参画意識

を醸成することができた。特に今回の実行委員会では、展覧会までの気持ちを高められるよう

な取組を行った。 

活動内容…展覧会の学年の目標決め、学年掲示板の活用、学年会の提案 

○学校行事と関連させた学級活動（１）の実施（本時） 

実行委員の「学年全員の考えを取り入れた工夫を実践したい」という思いを受け、学年で学

級活動（１）の話合いとその実践を取り入れた。学年全体での話合い活動を通して、児童一人

一人の発意が生かされた工夫を実現し、学校行事への参画意識を高めることができた。 

 

 

 

 

 

 

異学年の友達に向けてのメッセージ 

学年の友達に向けてのメッセージ 友達と協力して作成した学年掲示板 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ＩＣＴの活用 

学年での話合いにおいて、一人１台端末の学習用プラットフォームを活用し、事前に共通理

解事項を確実に共有できるようにしたことで、話合いに意欲的に参加し、合意形成を図ろうと

する児童の姿が見られた。 

○地域の方との関わり 

実行委員の意見から他教科とも関連させ、地域の方を招き、作

品を紹介する活動を取り入れた。地域の方に向けてガイドマップを

作成したり作品について感想を伝えてもらったりしたことで、地域

の方とのつながりを深めることができた。 

 

 

 

 

視点③ なりたい自分に向けてへこたれずに行動する力を育てる指導の工夫（自己実現）  

○児童の意欲を高める事前指導  

展覧会オリエンテーションを実施し、展覧会の目的を共有した。その後、学年の目標を実行委

員が中心となって設定し、学年の目標をもとに、展覧会後の様子を想像しながら個人目標を立て

られるようにした。 

〇自己のよさを生かそうとする事後指導 

展覧会実施後は、学年で振り返りを行い、行事で身に付けた力を今後の生活に活かせるよう

に事後指導を行ったことで、児童は行事に対して目標をもち、過程を大切にしながら活動する

ことができた。 

○ＩＣＴの活用 

     展覧会の事前から当日までの映像資料を活用して事後指導を行った。活動の様子は事例を挙

げて振り返ったことで、行事で身に付けた力を学年全体で確認し、今後の生活に関する具体的

な目標を立てることができた。 

地域の方へお礼のポスターの掲示 

役割分担したグループで計画を立てている様子 

たくさんの人に来ていただきたいという思い

から作成したポスター 



⑤ 講師紹介、指導講評 

 帝京大学教職員センター教育学部初等教育学科教授  佐野 匡 先生 

【本時について】 

・児童は、相手意識をしっかりもてていたが、「みんなの頑張り」がぶれているため、みんなががん

ばっていることを発信するのか、自分が頑張っていることを発信するのか、しぼらないと決める

のは難しい。 

・話合いに自分のこととして参加していた児童が少なかった。しかし、活動をするうちに、温度差

のある児童同士が関わっていくことで、次第に活動に乗ってくる児童が増えるかもしれない。活

動が終わったときに「みんなでやってよかった。」と言えるようになるとよい。 

・より多くの児童が自分のこととして話合いに参加しようという意欲をもてるようにするためには、

話合いの範囲を考える必要がある。話し合う人数が多いなら、貼る短冊（選択肢）を減らし、小

集団なら話し合う範囲を広げる。人数と話し合う範囲の関係も考えて研究していくとよい。 

・中学年では、最終的に抽象的な考えができるようにしたいが、３年生の段階ではまだ具体物がな

いと難しい。「例えばこんな作品を」のように具体物を見せ合うような話合いにする必要がある。 

・ＩＣＴをうまく使うことで子供たちの集中力を持続させたい。ＩＣＴでの振り返りを活用して、

先生が一人一人の振り返りをしっかり見ることで、児童の本物の振り返りを引き出したい。 

・３年生の活動だけにせず、全校の活動にしていく必要がある。それぞれの学年に応じてできるこ

とを考えていくことができるよう、学校全体で取り組んでいけるとよい。 

【学校行事について】 

・児童が「ストーリー」を語ることができるかが大事である。学校行事が終わった後に、「僕たちが

やってきたことってこれだよね。」と語れるように。今回の活動なら、「僕たちがポスターを貼っ

たから地域の人が見に来てくれてよかったよね。」と言えるくらいにしていきたい。 

・行事は先生がやってくれると思っている児童は多いのでは。それを払拭するためには、教員自身

が子供のころに経験してきた「学校行事をやってよかった。」という思いを、児童にさせる必要が

ある。しかし、昨今の学校行事の縮小化や時間短縮、頑張らせない運動会、というような流れの

中で、児童が、「上手くいかないことがあっても、あのとき頑張って付いた力を生かして頑張って

います。」というようなことを言うことができるようにしたい。 

・本気で取り組んだ学校行事でつながった人間関係は一生続く。今回、一緒に展覧会に取り組んだ

３年生にも一生つながってほしい。そのためには、自分にできないことを補い合う関係を作って

いくことが大切である。補い合っていくことは、一生必要な力なので、学校行事を通して付けさ

せたい。 

【学校行事を学級活動（１）で扱うことについて】 

・学級活動（１）は児童の意欲から始まる。スタートが全員同じである。しかし、学校行事は温度

差がある。このことを踏まえないと、学校行事で学級活動（１）を扱っていくのは難しい。学校

行事の温度差は、活動を進めていく内にまとまっていく。学校行事が終わった後に、「みんなで良

かった。」と言えればよい。学校行事は、集団を創る力にもつながる。 

・学校行事の大本は学校で決まっている。そこに学級活動（１）を織り交ぜると、主体的に参加と

いう形になる。そこで、これまでの学校行事に学級活動（１）を織り交ぜることを位置付ける必

要がある。 

・３年生ができる学級活動（１）と６年生ができる学級活動（１）は、できることの範囲も先行経

験も違う。 取り組む行事によっても違う。（１）にどうやって学校行事の思いを織り交ぜるかが

大切である。 





・音楽会に向けて 

 
 

   
 
 
 

 
 

 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

学校の音楽会のテーマは、代表委員会が中心となり、自分たちで箱を用意するなどしてキーワー

ドを募集した。全校児童から集まったキーワードをもとに代表委員会で精選し、話合いによって作成

した。 

学年の音楽会のテーマは、事前指導を通して、移動教室で付いた力や学校の音楽会テーマ、教師の

思い「想像力」「相手意識」「誰かのために行動」「人との関わり」「憧れられる振る舞い」と確認し、

キーワードを集め音楽会実行委員で精選し、話合いによって作成した。また、テーマを受け、自分は

この音楽会で何をどのように頑張っていくのか個人のめあても設定している。 

 

③ 一連の活動の流れ 

11 月 ７日（金） 音楽会オリエンテーション  

11 月 20日（木）～  係活動 メッセージカード交換活動 1回目 

11 月 27日（木）  学年練習 みんなへの励ましや本番に向けての意気込みをメッセージカ

ードに記入  

リハーサル 

11 月 28日（金） 児童鑑賞日 

11 月 29日（土） 保護者鑑賞日 

12 月 ３日（水） 異学年感想交流 

12 月 ４日（木） 音楽会事後指導（３） 

学年の音楽会のテーマ 
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学校の音楽会のテーマ 

音と心を一つに 感動と響きを届けよう 

～楽しく思い出に残る音楽会～ 

               学年のテーマ 

今まで付いた力＋教師の願い＋「みんなでレベルアップ↑↑↑」 

わす れん な  さい きょう かん ぜん 

 



・本時の展開 

時
間 

活
動 〇児童の活動内容 ・指導上の留意点 □評価 

５
分 

つ
か
む 

① 自分たちの「なりたい

６年生」を確認する。 

② 音楽会での一連の活

動を振り返る。 

③ 本時のめあてを知る。 

 

・自分たちの「なりたい６年

生」を大画面で映し、本活動

中にいつでも確認できるよ

うにする。 

・子供たちの頑張る姿や思い

やりをもって活動している

様子を視点として示す。 

・写真や動画を見たり、元担

任などからの賞賛を伝えた

りする。 

 

 

□音楽会で自分たちに付い

た力を、これからの生活

に生かすことが自分の成

長につながると理解して

いる。（知識・技能）【観察】 

１
０
分 

さ
ぐ
る 

④ 音楽会でどんな力が

付いたかを出し合う。 

・音楽会で自分たちに付いた 

 力を発表し合って全体で共

有する。 

・音楽会の学年テーマ「忘練

成最協感全」を視点として、

身に付いた力を分類して板

書することで、自分たちの

成長をより実感できるよう

にする。 

・身に付いた力の場面につい

ては意図的に問い返して、

共有できるようにする。 

□音楽会で自分たちに付い

た力を、現在及び将来に

向けて、生活で取り組む

ことを考え、具体的な目

標や取組を決めている。 

（思考・判断・表現）【発言・

ワークシート】 

□音楽会を振り返り、現在

及び将来に向けて、生活

で取り組むことをみんな

で励まし合いながら意欲

的に取り組もうとしてい

る。 

（態度）【観察・発言・ワー

クシート】 

２
０
分 

見
つ
け
る 

⑤ 身に付いた力をこれ

からの生活において、

どう生かせるかを話

し合う。 

・これからの自分たちの生活

について見通しをもつ。 

・個人、グループ、全体の順で

話し合う。 

・友達の考えを参考にしても

よいことを共有する。 

１
０
分 

決
め
る 

⑥ これからの生活で取

り組むことを決め、具

体的な目標を書く。 

⑦ 自分の取組を全体で

発表する。 

⑧ 教師の助言を聞く。 

・これからの児童に対する期

待や願いを話す。 

 

音楽会で付いた力をこれからの生活に生かそう 



④ 手だての検証・成果 

視点①みんなと協力して活動する中で互いを認め、補い合う力を育てる指導の工夫（人間関係形成） 

〇友達のよさを伝える時間の設定 
・音楽会に向けて、友達のよさや感謝の気持ちをメッセージカード（おんぷっぷ）に記し、交換し
た上で学年掲示板に掲示した。教師は「誰かが見ていなくても努力する姿」や「友達と助け合う
姿」などを価値付け、これらが「友達のよさ」として捉えられることを示すことで、児童がメッ
セージ交換の意義を理解できるようにした。その結果、交換を行った児童だけでなく、掲示され
たカードを通して他の友達のよさに気付く姿も見られた。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
〇振り返りの場の工夫（異学年との交流） 

  ・音楽会後、きょうだい学級で鑑賞の感想交流を行った。異学年同士
が行事を振り返って思いをメッセージとして表す経験を重ねること
で、学年を越えたつながりが深まり、よりよい人間関係が築けた。 

 
 
 

 

 
 
 
 〇実行委員会の設定 

  ・実行委員のリーダーシップとフォロアーシップをだけでなく、周りの児童がフォロワーシップを
意識できるようにするために、実行委員の経験がある児童に対し、教師が「困ったことや大変だ
ったことをアドバイスしたり助けてあげたりしてね」と意図的に声掛けをすることで、仲間と支
え合う関係が広がった。 

視点②よりよい集団をつくり上げる力を育てる指導の工夫（社会参画） 
〇実行委員会の設定 

  ・年間を通して一人一つの実行委員を担う体制を整えたことで、児童の参画意識が一層高まった。
また、テーマ決定、声掛け、代表の言葉、係の選定、スライド作成など、多様な役割を自分たち
で考え主体的に果たしたことで、責任感が育まれ、誰もが自分の力を発揮する姿につながった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上段：係に向けてのメッセージ 

下段：学年みんなに向けてのメッセージ 

声を掛けながら積極的に 

練習の準備をする様子 

事前指導のスライドを 

作成する様子 

代表の言葉の練習をする様子 

学年のテーマに沿って練習のめあてや課題

を共有する実行委員の様子 



  〇自分の役割を意識し、友達との関わりを深める係活動 
・児童が自分たちで考えた係を設定したことで、「誰かのためによりよい活動をしよう」という思い
をもち、自分たちの役割を果たしながら仲間を支え合う経験を通して、「行事を自分たちの力でつ
くり上げている」という実感や達成感を得た。 

対象 係 活動内容 
 

 
全校 

伝える 音楽会の経験がない１・２年生に音楽会のよさや活動の意味を教える 
ポスター 各学級の発表内容をポスターにして掲示する 
会場 会場の準備の責任者を担う 
飾り 会場を飾る、テーマを飾る 
デザイン 兄弟学級における感想交流の手紙のデザイン、学年掲示板を作成する 

家族や教師 感謝 保護者への招待状作成の提案、音楽専科の先生に感謝を伝える 
 

学年 
歌詞 八木節の歌詞を考える 
踊り 八木節の踊りを考える 
集会 学年で音楽会後の集会を企画する 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
〇学校行事と関連させた学級活動（１）の実施 
・実行委員の「最後の音楽会をみんなで盛り上げたい」という思いを受け、学級活動（１）で「音
楽会を盛り上げる工夫」について話合いを行ったことで、児童一人一人の発意・発想が生かされ、
学校行事を一人一人の児童が自分ごととして捉えることができた。 
〇ＩＣＴの活用 
・一人１台学習用端末のアンケート機能を活用し、音楽会での児童の思いや願いを集約・共有する
ことで、「みんなで作り上げている」という意識や意欲を高めることができた。 

視点③なりたい自分に向けてへこたれずに行動する力を育てる指導の工夫（自己実現） 
 ○児童の意欲を高める事前指導 
 ・事前指導として音楽会オリエンテーションを行い、音楽会の意義やこれまでの行事で培った力、

教師のねらいを共有した。児童は行事への見通しをもち、学年のテーマや自分のめあてを決める
ことができた。 

 〇自分のよさを生かそうとする事後指導 
・事後指導では、音楽会で身に付いた力の全体共有に加え、今後の生活に生かすめあてについても
共有した。 

  その結果、学校生活のさまざまな場面で、委員会活動やクラブ活動、きょうだい学級などにおい
て、誰かに見られていなくても自分から声を掛け、異学年をまとめようとする児童の姿が見られ
るようになった。また、卒業式に向けては、楽器演奏のオーディション練習や係活動に積極的に
取り組む児童が増えた。 

 〇ＩＣＴの活用  
  ・事前に一人一台端末のアンケート機能を活用し、「どんな６年生になりたいか」を全員で共有し

た。キーワードを全員で共有した。また、事後指導では係活動や練習、本番の様子を記録したス
ライド、元担任の賞賛動画を作成し共有することで、達成感を味わいながら児童は自分や仲間の
成長に気付き、その学びを今後の学校生活に生かそうとする姿が見られた。 

  〇振り返りの場の工夫（板書の工夫） 
  ・音楽会の学年テーマ「忘練成最協感全みんなでレベルアップ↑↑↑」を視点に、身に付いた力を

分類して板書することで視覚化できるようにした。身に付いた力が明確になることで、児童たち
はこれからの学校生活にどのように生かすか、次のめあてを立てるときに具体的な姿をイメージ
することができた。 

 

 

 

 

 

学年テーマの 7つのめあてに向かって

「どんな力が付いたか」シールを使い分

類した。 

飾り係 伝える係 感謝係 



⑤ 講師紹介、指導講評 
 元全国学校行事研究会会長、八王子学園なかよし幼稚園長 清水弘美先生  
【本時】 
・「つかむ」では動画・写真・音楽を用いて子供の心を本時に向けていた。効果的だが、導入は 10分
以内に収めることが望ましい。 

・「見つける」の時間を最も長く確保し、子供が主体的に考え気付きを深められるようにするといい。 
・「どんな場面」という言葉を多用していた。「どんな姿で」「どんな活動で」といった、子供が絵とし
て思い浮かべられる具体的なイメージを提示することが重要である。概念ではなく、行動として具
体化するといい。 

・授業全体を通して、子供を前向きにさせる励ましの言葉かけが的確であった。また、指示を命令形
で伝えるのではなく、問いかけによって子供自身が動き出すように促していた点も優れていた。問
いによる働きかけは、子供の主体性を引き出すうえで効果的であり、実際に子供たちが自ら考え、
行動する姿につながっていた。 

・めあて（音楽会の学年のテーマの中のめあて）は本来、少ないほうが子供にとって見通しがもちや
すい。しかし、今日の授業では、子供たちが自分たちのがんばりを振り返り、それをめあてへとつ
なげていた。このような方法も有効であると感じた。 

・ワークシートの「ファイトカード」という名前がよい。また同じことを繰り返しているので、ワー
クシートに書くのがうまくなっている。積み重ねが大切である。 

 
⑥ 資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまでの行事

で付いた力を明

らかにすること

で、自分たちの

成長を基にした

事前指導の個人

めあてを設定し

やすくなるよう

にした。 

自分のめあてや

合奏、合唱など

活動ごとのめあ

てを書けるよう

にした。 

音楽会に向けて

の練習や係活動

の振り返りを毎

時間書けるよう

にした。 

事前・事後指導で使用したワークシート 

協力と教え合う力を使い、委員会で全員が分かり合うようにして、次の活動をみんなで成し遂げた。 

裏面に音楽会を

通して付いた力

を、事前に書い

たり、事後指導

中に書いたりし

た。 

これからの生

活で取り組む

ことを決め、

具体的な目標

を書いた。 

自分たちや異学

年の演奏・合奏

を通して見られ

た努力や工夫に

目を向け、それ

を踏まえて感想

を書けるように

した。 




















	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	

	

	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



